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漆  ‐

日
９
４

日
月２
醒

■
日
■

■
日
■

島
根
な
ど
少
量
投
与
認
め
ギ

蒻
臨琳鮮
利
　
　
ベ
ル
ギ
ー
で
も
テ
ロ
計
画

保

連

の
審
査

担

３
年

間

に
請

求

　

　

【
パ

リ
共
同

】
パ

リ
同
時

多

者
＝

死
亡
＝

か

ら

「
最
大

の
犠

関
の
網
を

か

い
く

ぐ
り
な

が

岐

蒙

れ

藪
測

が

嘲
レ
胸
》
膨
”
レ

馨
網

晰

い
麟

躙
畔
衆
劉
け
靴

働
ど
「

″
綱
和

大

（
規

鎌

〉

帥
耐
は

断
難
脚
裁

界
奮

な

ど

の

副

作

用

を

避

で
始

め

、
約

１

・
７
～

４
倍

の
有

資

が

医
療
機

関

の
負

担

に
な

る

， ｃ
ろ

、
島

根

、
神

奈

川

、
兵

庫

な

す
る
情

報
を

入
手

し

て

い
た

こ

さ

れ
た
と
供

述
し

て

い
た
。
リ

　

フ
ラ

ン

ス
で
は
情

報
機

関

個
々

の
患
者

に
適

し
た
認

・
効
量

ま

で
増

量
す

る
よ
う
添
付

・
恐
れ

か

ら
医
師

が
少

量
投
与

を

ど

９

県

で

「
あ

る

」
と

答

え

、
２６

と
が
分

か

っ
た
。

当
局

に
拘
束

ベ
ラ

シ
オ
ン
紙
が

２‐
日
ま

で
に

対

応

に

批

判

が

強

ま

っ
て

」
鰈

揺

醗

級

鐸

戯

姜

騨

獅

蒙

騒

鶴

一
寛

墟

濯

蒔

援

萌

霙

籍

邁

鏑

龍

瀞

競

峯

開

。 、
た
製

訃

げ

漏

れ
な
輻

聞

俯

離

誕

鮮

螺

鴨

鶴

雑

「

報酬調査

興

奮

な

ど

の

副

作

用

を

避

け
、
個
々

の
患
者

に
適

し
た
認

知
症

医
療

の
充
実

に
、
公

平

で

明
確
な
審
査

が
課
題

と
な
る
。

厚
生

労

働
省

は

「
少
量
投
与

も

医

学
的

に
妥
当
だ

と
判
断

す
れ

ば
認
め

て
い
る
は
ず
。
審
査

の

差

異
は
解
消

し
よ
う
と
努
め

て

い
る
」
と

し

て
い
る
。

抗
認
知
症
薬

は
飲

み
薬

の
ド

ネ

ペ
ジ

ル
な
ど
４

種
類

が
承

認

さ

れ

て

い
る

。
い
ず

れ

も

少

量

で
始
め
、約
１
・７
～
４
倍
の
有

効
量
ま
で
増
量
す
る
よ
う
添
付

文
書
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。高

齢
者
医
療
に
携
わ
る
医
師
ら
で

つ
く
る
「抗
認
知
症
薬
の
適
量

処
方
を
実
現
す
る
会
六
代
表
・

長
尾
和
宏
医
師
）に
よ
る
と
、増

量
で
興
奮
や
歩
行
障
害
な
ど
の

副
作
用
が
頻
発
し
て
い
る
が
、

患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
少
量

処
方
を
す
る
と
、審
査
で
認
め

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。薬
剤

資

が

医
療
機

関

の
負

担

に
な

る

・
恐
れ

か

ら
医
師

が
少

量
投
与

を

一
控

え

、
認

知

症

医

療

の

大

き

な

一　

‘
り
懺
回
町

抗

認
知

症

薬

の
増

量
規
定

・
ア
ル

ツ

ハ
イ

マ
ー
病

の
認
知

症

一
状

の
進
行

を
抑
制

す
る
飲

み
薬

一
と

し

て
ド

ネ

ペ
ジ

ル

、
ガ

ラ
ン

一
タ

ミ
ン

、
メ

マ
ン
チ

ン
、
貼

り

．
薬
と

し

て
リ

バ

ス
チ

グ

ミ
ン
が

承
認

さ
れ

て

い
る
。
い
ず
れ
も

、

吐
き

気
な

ど
を
防

ぐ

た
め
少

量

で
始

め

、
有
効
量

ま

で
増
量

す

一
る
と

の
使

用

規
定

が
あ

る
。
例

え
ば

、
ド

ネ

ペ
ジ

ル

は
１

日
１

一
回
３

リミ
愕

か

ら
始

め

、
１

～
２

一
週
間

後

に
５

、ｒ
″
フ
に
増
量
。

高

一
度
認

知
症

に
は
さ

ら

に
４
週
間

一
以
上

経

過

し

て
１０

‐リ
ミ

ゼ
フ
ま

で
増

．
量
す
る

と
さ

れ

て

い
る
。
増
量

す

る
と
興
奮

、
暴
行

、
歩
行
障

一
害

、
飲

み
込

み
障

害

な
ど

の
副

作

用
が
出
る

場
合

も

あ
る

と
し

・
て
、
裁
量

で
少
量

投

与
を

認
め

一る
よ
う
主
張
す
る
医
師
ら
の
団

体
が
あ
る
。

一
闘
半
〓
ユ
ロ
ポ
ヘ

者
＝

死
亡
＝

か

ら

「
最
大

の
犠

牲
者
を
出
す

た
め

、

コ
ン
サ
ー

ト
劇
場
を
襲
撃

せ
よ
」

と
指
示

さ

れ
た
と
供

述
し

て

い
た
。
リ

ベ
ラ

シ
オ
ン
紙
が

２‐
日
ま

で
に

報

じ
た
。
結

果
的

に
端

緒
は
生

か
さ
れ
ず
、
国
内

外

の
情

報
機

関
の
網
を

か

い
く

ぐ
り
な

が

ら

大
規

模

テ

ロ
は
実

行
さ
れ

た
。

（
３
、

３‐
面

に
関
連
記
事

）

・

フ
ラ

ン

ス
で
は
情

報
機

関

の

対

応

に

批

判

が

強

ま

っ
て

お

・

り

、
情
報
機

関

の
強
化

に
向

け

た
体
制
見

直

し
を
迫

ら
れ
そ
う

だ
。ベ

ル
ギ

ー
は
２‐
日

、
プ

リ

ュ

ッ
セ
ル
首
都

圏

の
対

テ

ロ
警
戒

水
準

を

４
段
階

の
最
高

に
引
き

上
げ

た
。

ミ
シ

ェ
ル
首
相

は
、

パ

リ
と

同
様

の
テ

ロ
が
起
き

る

恐
れ

が
あ

る
と

の

「
か
な
り
具

体
的

な
情

報
が

あ

っ
た
」
と
述

べ
た

。

ベ
ル
ギ

ー
は
同
時

テ

ロ

の
実

行
犯

の

一
部
が
住

ん

で

い

た
。リ

ベ

ラ

シ

オ

ン

紙

に

よ

る

一こ
、
シ

リ

ア
か

ら
戻

リ

フ
ラ

ン

ス
で
拘

束

さ

れ

た
男
が
８

月

、

司
法
当

局

に
対

し

、

「
イ

ス
ラ

ム
国

」

の
拠

点

、
北
部

ラ

ッ
カ

付

近

で

、

フ

ラ

ン

ス

で

テ

ロ

を

実

行

す

る

た

め

の

調

練

を

受

け

た

と

供

述

。

ア

バ

ウ

ド

容
疑

者

か
ら
２
千

腎

（
約
２６

万

円

）

を

渡

さ

れ

、

劇

場

襲

撃

に
関
す

る
指

示
を

受

け
た
と

い

ユ
フ
。英

紙

ガ

ー
デ

ィ
ア

ン
は
、

フ

ラ
ン

ス
情
報

当
局

が

夏

ご
ろ
に

「
イ

ス
ラ

ム
国
」
内

で
の

ア
バ

ウ
ド
容

疑
者

の
地

位
な

ど

に
関

す

る
情

報

を

フ
ラ

ン
ス
人
過
激

派
か

ら
入
手

し

て

い
た
と
報

じ

た
。
こ

の
過
激
派

が
拘

束
さ

れ

た
男

と
同

一
人

物

か
ど
う

か

は

不
明
。

同
時

テ

ロ
で
は
パ

リ
中

心
部

や
郊
外

の
６
カ
所

で
１

３
０
人

が

死

亡

、

う

ち

ロ

ッ
ク

バ

ン

ド

の

ラ

イ

プ

が

行

わ

れ

て

い

た

バ

タ

ク

ラ

ン

劇

場

で

は

最

大

の

約

９０

人

が

犠

牲

と

な

っ

た
。フ

ラ
ン

ス
公
共

ラ
ジ

オ
は
２０

日

、

パ

リ

郊

外

で

の

１８

日

の

制

圧

作

戦

で

自

爆

し

た

の

は

女

で

は

な

く

、

男

だ

と

報

じ

た
。

無
理

に
物
価

え

る
必
要

が

あ
る

い

か

。
日
銀

が
掲

ゆ

る

デ

フ
レ
脱

却

（

の
物
価

目
標

。

間

で
消
費

者
惣

物
上

昇

さ
せ

る

」
目
標

に
）

疑
間

を

持

つ
人

も
多

い
の
ス

い
か
。

目
標
達
成

の
た

め

に

る
こ

と

は
何

で
も

や
る

、
Ｌ

の
黒

田
東

彦

総
裁

が
力

み
）

ど
多

く

の
国
民

は

、
違

和
歯

え
る

▼
２
年

間

の
約
束

が

′

度

に
な

る

、
と
日
銀

が
物

凛

の

達

成

時

期

を

再

び

先

】

た
。

日
本
経

済

を

長

い
間

＾

ま

せ

た
デ

フ
レ
を

何
が
何

一

治

し

て
み
せ

る

、
と
黒

田
［

物
価

目
標
政

策
を

ス
タ

ー
，

た

の
が

２
年

前

の
４
月

▼
，

２
年

た

っ
て
も

目
標
を
達

↓

な

か

っ
た
た

め

、
今

年
４

［

時

期

を

「２

０

１
６
年
度
一

ろ
」

に
延
ば

し
た

ば
か
り

〔

開

か

れ

た
金

融

政
策

決
定

＾

は

、

こ

の
ま

ま

で

は
無

理
・

は

「
‐６
年
度

後
半

む
ろ
」

）

期

し

た

▼
原

油
安

で
物

価
ぃ

悩

ん

で

い
る

た
め

だ
が

、
一

の
お

か

げ

で
国
民

生
活

は
一

´
ヽ

３

ｏ

げ

ノ

リ

ン
、

キ

抗認知症薬の増量規定
(単位は 1日当たりの嘔)

(聾■ WI)※ ○ 数字は有効量

鳳饉

目

バ
リ
同
時
多
発
テ

ロ
か
ら
１
週
間
の
２０
日
夜
、
現
場

の
劇
場
や
カ
フ

ェ
に
は
多
く
の
市
民
が
集
ま
り
、
花

付
文
書
の
）
用
法
用
量
に
従
う
」

（岐
阜
、
静
岡
）
、
「有
効
用
量
で

は
な
い
六
島
根
）
な
ど
だ

っ
た
。

一
方
、
「医
学
的
判
断
で
少
量
投

与
も
あ
り
得
る
六
三
重
）
、
「患

者
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
べ
き

だ
六
広
島
、徳
島
）
と
す
る
地
域

も
あ
り
、見
解
が
分
か
れ
た
。

主
に
被
雇
用
者
が
対
象
の
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は

今
年
７
月
の
診
療
分
で
、
北
海

道
い
栃
木
、
埼
玉
、
熊
本
で
各

１
件
、
神
奈
川
で
７
件
の
査
定

が
あ

っ
た
と
回
答
し
た
。

【
パ

リ
共
同

】
パ

リ
同
時

多

発
テ

ロ
で

フ
ラ

ン

ス
当

局

が
今

年
８
月

、
劇
場
襲

撃
計

画

に
関

す
る
情

報
を

入
手

し

て

い
た

こ

と
が
分

か

っ
た
。

当
局

に
拘
束

さ
れ
た
男
が

、
主
犯
格

の

ア
プ

デ
ル

ハ
ミ
ド

・
ア

バ
ウ

ド
容

疑

真

理
は

一
つ
で
あ

っ
て
、
第

二
の
も

の
は

存
在

し
な

い
。
　

　

　

　

　

　

（
ブ

ッ
ダ
）

∧
解
説

∨
真
理
す
な

わ
ち
宗
教
的
真
実

と
は
万
物
を

い
や
応
な

し

に
包

み
込
ん
で

い
る
理
法

で
あ
り
、

ハ
タ

ラ
キ
で
あ
る
。

言
葉
を

超
え
て
い
る
真
実

そ

の
も

の
で
あ

る

こ
と

こ
そ

「
一
」
と

い
う
。
そ
れ
は
実

践

さ
れ
る

こ
と
で
具
体
的

に

ハ
タ
ラ
キ
出

す
。
言
葉

で
説
明
し
よ

う
と
す
る
と

、
十

八
十
色

、
種
々
の
思
想

が
説

か
れ
、
正
邪

を
争
う

こ
と

に
な
る
。

奈
良
康
明

・
駒
澤
大
名
誉
教
授

+t+ ,L #,\-ltot,L,

201512 中小J元記念館協力

東
や
ろ
う
そ
く
を
供
え
て
悲
し
み
を
新
た
に
し
た
。

「あ
の
夜
か
ら
時
間
は
止
ま

っ
た
ま
ま
。
前
に
進
む

た
め
こ
こ
に
来
た
」
。
愛
す
る
人
を
失

っ
た
現
実
と

向
き
合
お
う
と
す
る
市
民
た
ち
＝
パ
リ

・
バ
タ
ク
ラ

ン
劇
場
付
近

（パ
リ
共
同
）
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盛

初

を

「云

た

る

わ

・
暫

ナ

や
が
さ
き

。
の
り
こ
　
北

海
道
羽
幌
町
出
身
。
国
際
基

督
教
大
教
養
学
部
卒
。
九
州

ヽ
ヽ
浄
売
ム
諄
寸
女
台
斧
与

)躇鵠



(平成 27年 )‐  ―  昇庁

新
聞
の
役
割
議
諭

東
京

で
Ｎ

Ｉ
Ｅ

フ

ォ
ー

ラ

ム

日
本
新

聞
協

会
主
催

の

Ｎ

Ｉ

Ｅ

（
教
育

に
新

間
を

）
教

育

フ

ォ

ー
ラ
ム
が

２‐
日

、
東

京

・霞

が

関

で

開

か
れ

、
複

雑

化

す

る

社

会

で
子
ど
も
が

生
き
抜

く

た
め

に

必
要
な
力
と

新
聞

の
役
割

な

ど

を

、
専
門
家

ら

が
議

論
し

た
。

テ
ー

マ
は

「育

て
よ
う

、
２

０
３
０
年

を

生
き
抜

く
確

か
な

力

」
。
基
調

請
演

で
教
育

ジ

ャ

ー

ナ
リ

ス
ト

の
品
川

裕
香

さ

ん

は

、
子

ど
も

が
自

ら
思
考

す

る

上

で
の
言
語

の
重

要
性

と

、
新

聞
と
の
関
係

に
触

れ

「新

間

を

読

み
比

べ
る

こ
と

で
さ
ま
ざ

ま

な
考
え
を
知

り

、
情
報

を
吟

味

容

し

て
も

、
そ

の
必
要
性

は
変

わ

ら
な

い
」

と
指

摘
し

た
。

パ

ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
は
国
立
教
育

政
策

研
究
所

の

学
力

調
査
富

や
会
社

役
員

ら
が

出

席

。
詩

人

で

社

会

学

者

の

水

無

田

気

流

さ

ん

は

、
ソ

ー

シ

ャ

ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
キ

ン
グ

・
サ

ー

ビ

ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
が
浸
透

し

た
若

年

層

に
対

し

て

は

「
新

し

い

コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
前
提

に

し

た

、
言

語

や

情

報

リ

テ

ラ

シ

ー

教

育

の
必

要

性

が

あ

る

」
と

提

言

。
都

内

の
小

学

校

校

長

の

関

口
修

司
さ

ん
は
主

権
者

教
育

の
在

り

方

に

「
日

常

か

ら

社

会

の
動

き

に
敏
感

な
子

ど
も
を

育

て
る
た
め

、
新
間
を

日
常
化

し

て

い
き

た

い
」

と
話

し
た
。

∩
‐況‐
ギ
甥
脩
齢
鰹

が
広
が
る
。最
高
気
温
は
１８
度
前
後
。

２３
日
は
気
圧
の
谷
の
影
響
で
雲
が
多

い
。
気
温
は
、
２２
日
朝
は
平
年
よ
り

２
～
５
度
高
く
、
日
中
は
２
、
３
度

高
い
。
２３
日
は
朝
、
日
中
と
も
平
年

よ
り
３
、
４
度
高
い
。

◇
島
根
東
部
　
曇
り
、
昼
前
か
ら

晴
れ
。
あ
す
は
曇
り
。

◇
同
西
部
　
曇
り
、
昼
前
か
ら
晴

れ
。
あ
す
は
曇
り
。

◇
鳥
取
東
部
　
曇
り
、
昼
前
か
ら

時
々
晴
れ
。
あ
す
は
曇
り
。

◇
同
中
西
部
　
曇
り
、
昼
前
か
ら

時
々
晴
れ
。
あ
す
は
曇
り
。

囲
働
菖
圏
糠
蜆
躊

団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と

一葦
機
関
の
取
り
扱
い
が
地
域
で

「
医師の裁量」

「
薬効はない」

岐
阜
県
関
市
に
あ
る
関
替
光
寺
の
仏
像

（左
）
と
ラ

グ
ビ
ー
の
五
郎
丸
歩
選
手

な
る
２
０
２
５
年
に
は
認
知
症

ば
ら
ば
ら
な
実
態
が
胡
ら
か
に

の―
人
が
７
０
０
万
人
に
達
す
る

な
り
、
あ
る
べ
き
医
療
に
向
け

と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
認
知
症
‐
た
模
索
が
続
く
。

の
適

切

な
医
療

や

ケ
ア
は
現
代

　

　

　

　

　

　

　

（
１
面
参
照

）

薬

の
投
与

量

は
製
薬

企
業

の
臨

関
係

者

か
ら
上

が

っ
て
い
た
。

床
試

験

デ

ー
タ

に
基

づ

き

、
厚
生

　

各

都
道

府
県

の
国
民
健
康
保
険

労

働
省

が
承
認

し

て

い
る
。
有
効

団

体
連
合

会

（
国
保

連

）

へ
の
取

量
を

下

回
れ
ば
治

療

が
無
駄

に
な

材

で

は

「
認

め

て

い

る

ス

奈

良

）
、

り

か
ね
ず

、

「
適
応
外
使

用

」
と

し

て
保

険
診

療
で
認
め

な

い
の
は

一
定

の
合

理
性
が
あ

る
。

し
か

し

、
高
齢
者

の
多

い
認
知

症

は
患

者

の
個
人
差

が
大

き

い
。

「
薬
が
効

き
す
ぎ

て
興

奮
や

暴
行

、

歩

行
障

害

、
飲

み
込

み
障
害

と

い

っ
た
、
介
護

の
負

担

に
も
な
る
副

作

用
が
頻

発
し

て

い
る
の
は
専

門

家

な
ら
誰

で
も
知

っ
て
い
る
」

と

複
数

の
医
師

が
指
摘

す
る
。
微
妙

な
さ
じ

加
減

を
必
要

と
す
る
脳
神

経

に
作

用
す
る
薬

で
も
あ

り

、
医

師

の
裁

量

で
少
量
投
与

も
認
め

て

ほ

し

い
と

の
要
望
が

医
師

や
介
護

模
索
続
く
医
療
現
場

厚 労 省 は統 一 見 解 を

開知症の医療やケアに詳 しい群馬大医学

部保健学科の山口晴保教授の話 薬の添付
文書の根拠 となる臨床試験は集団を扱い統

計的に有効量をはじき出すが、抗認知症薬

にどう反応するかは患者一人一人で違 う。

有効量で副作用が出る人や、少量で効果の

ある人がいるのが現実だ。添付文書通 りで

ないからとい つて一律に査定するのは問題

だ。医師の裁量を認め、厚生労働省が 「適

宜減量できる」という統一見解を出せばよ

レヽ。

科学的根拠示すべ き

認知症治療が専門の llF天堂大の新丼平伊

教授 (精神・行動科学)の話 用法用量と
医師の裁量をめぐる問題は、ほかの薬でも

ある。抗認知症薬の最低用量 (開始量)ヘ
の減量は、添付文書が改訂された現在は認

め られ解決 していると考えている。それよ

り低い量についてはデータがなく、公的保

険では認めにくい。その治療期間に悪化 し

た際には医師の倫理的責任が問われる。医

師主導の臨床研究を行い、科学的根拠を示

すべきだ。

仏像も五郎丸ポーズ′壕晶晶茫

「
医

師

の

裁

量

に

よ

る

六

熊

本

）

と
容

認
を

明
確

に
し

て

い
る
地
域

が
あ

る

一
方

、

「
客
観
的

に
有

効

性
が

示
さ
れ
な

か

っ
た
六
愛
知

）
、

「薬
効

は
な

い
と
判
断

し

て
い
る
。

あ

る
な
ら

添
付
文
書

を
見
直

す
べ

き
だ

」

（
長
野

）
と

回
答

し
た
地

域
も
あ

っ
た
。

ま

た

、

「最
低

用
量
以

下
な

ら

中
止

し
た
方
が

い
い
と

の
考

え
も

あ

る
」

（
福
島

）

、

「用
法
用
量

通
り
が

望
ま
し

い
が

、
用

量
よ
り

低

い
場
合

は
認

め
る
」

（
山

口
）

と
す

る
地

域

も
あ

っ
た

。

関
東

の
国
保

達

の
審

査

担
当

者

は

「基

本
的

に

は
査
定

し
な

い
が

、

１
人

の
審

査
委

員

だ

け
査
定

し

て

い
る
」
と
困
惑

げ

に
話
す

。

「
査

定
さ

れ
た
と

い
う

情
報

は
あ

っ
と

い
う

間
に
広
が

り

、
保

険
者

か

ら

査
定

要
請

が
激

増

す

る
」

と

、
関

西

の
審
査
委

員

は
指

摘

す

る
。

旧

厚

生

省

は

１

９

８

０

年

に

パ
昭
和
）
５５
年

通
知

」
を

出

し

て
適

応

外

使

用

に

道

を

開

い
た

が

、
抗

認
知

症
薬

の
少
量

投
与

に

つ
い
て

は
統

一
見

解

を

示

し

て

い
な

い
。

あ

る

審

査

委

員

は

「
厚

労

省

が

十

分

調

査

し

て

、
賢

い
決

定

を

す

れ

ば
解

決

す

る

こ

と
だ

」
と

話

し

て

い
る
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ｃ
Ｐ

栄
冠
は
誰
の
手
に

浜
松
で
開
幕

自
治
体
や
企
業
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
日
本
一
を

決
め
る
「ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
５
ｉ
ｎ
出
世
の
街

浜
松
」が
２‐
日
、浜
松
市
西
区
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
始
ま
っ
た
＝
写

真
。３
日
間
の
予
定
で
、最
終
日

の
２３
日
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
投
票
と
実
際
に
会
場
に
来

た
人

に
よ
る
投

票
を
合

わ

せ
た

最
終
順
位

が
発
表

さ
れ
る
。

今
年

は

、
全

国
か

ら
約
１

７

０
０
体
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
山
陰

両
県
か
ら
は
島
根
が
２‐
体
、
鳥

取
は
１４
体
が
参
加
し
て
い
る
。

期
間
中
は
約
３
０
０
体
が
会
場

に
集
結
。
撮
影
会
や
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
、
浜
松
市
の
鈴
木
康
友
市
長

は

「ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
地
域
の
活

性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

存
在
。
大
い
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
家
族
と
一
緒
に
訪
れ
た
浜

松
市
の
小
学
４
年
上
田
芽
生
さ

ん
（９
）は

「く
ま
モ
ン
と
一
緒

に
写
真
を
撮
り
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。

事
務
局
に
よ
る
と
、
既
に
締

め
切
っ
た
ネ
ッ
ト
投
票
で
は
、

浜
松
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー

「出
世
大
名
家
康
く
ん
」
が

１
位
で
、
愛
媛
県
の

「み
き
ゃ

ん
」
が
後
を
追
っ
て
い
る
と
い

いつ
。

岐阜県関市の関善光寺に

ある仏像が、ラグビー日本

代表の五郎丸歩選手がボー

ルを蹴る際にする、拝むよ

うなポーズに似ていると評

判だ。10月下旬 ころから参

拝者が通常の約 3倍に増え
たという。

佐藤舜海住職 (40)に よる

と、仏像は高さ約 3傷で銅
製の 「宝冠大 日如来J。 約

100年前、中国から伝わ つ

た。両手 を体 の前 で組 む

「印相」は親指と人さし指

を合わせ、右手の残 りの指

で左手を覆 う独特の形で、

全国的にも珍しいとい う(

10月 中旬以降、複数の ,

拝者が「ポーズが似ていそ

と指摘。佐藤住職が自身 (

フェイスプ ックに写真を J

稿 し、広まつた。

同県羽島市から夫婦で言

れた会社員の大橋正勝さ /

(50)は 「員重なものであ
`

がたい。できれば五郎丸 ,

んも参拝に来てほしいJ(
笑顔だ つた。 佐藤住 職 |

「反響が大きく驚いた。 |

るくお参 りして元気にな

てはしい」と話 していた (

勤
労
感
謝

の
日

に
向

け

て
、

江
崎
グ

リ

コ
は

２‐
日

、
大

阪

・

道
頓

堀

の
観

光

名

所

の
電
光

看

板

で

特

別

映

像

を

流

し

始

め

た
。
グ
リ

コ
の

テ
レ

ビ

Ｃ
Ｍ
に

も
出
演

し

て
い
る
女
優

の
綾
瀬

は
る

か
さ
ん
が

通

行
人

に

「
お

疲
れ
さ
ま

で
す
」

と
声

を
掛

け

る
＝
写
真

。
２３
日

の
深
夜

ま

で

放
映

す
る
。

映
像

は
日
没
後

か
ら

１５
分
お

き
に
約

１
分
間
流

れ
る

。

一
般

か
ら
募
集

し

た

「
が
ん
ば

っ
た

エ
ピ

ソ
ー
ド
と
写
真

」
を
紹

介

し

、
綾
瀬

さ
ん
が

ア
イ

ス
ク
リ

ー

ム
を
渡
す

し
ぐ
さ

を
す
る

。

グ
リ

コ
の
広
報

担
当
者
は

「
老

若

男
女

の
お
疲

れ

の
皆

さ
ん

に

見

て
ほ
し

い
」
と
話
し

た
。

そil,天 1'ラ (メ |;雪l'

島燿が
"轄
■ャンヽ‐ン「知ろう、語ろうがんのことJ:ロ

印場  (軸呻～

匙

口がんばつたあなたへ「お疲れさまΨ」

▲き ようの予想気圧配橿

珊コマW¬動
晨際劃:員を調|:1該

～
5年・10年後も自分らしく生きるた6


